
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもたちは、国境を越えた先人たちの「思

い」と「行動」を辿ります。 

明治 45(1912)年、桜に病気が付くなどの失

敗を乗り越えて日本から届けられた約 3,000本

の苗木が、現在のポトマック河畔の桜の礎とな

っていることを理解することを通して、桜を介

した日米の絆について学んで行きます。自分た

ちの住む地域の出来事を学ぶカリキュラムは、

学習指導要領に準拠しつつ本校が独自に教材化

し改善してきたもので、本校教育の特色の一つ

でもあります。 

 

 

 

 

 

 

さて、子どもたちが活用する学習資料を読み

進めるうちに、私はこの桜のルーツについてよ

り深く知りたくなりました。資料にあった「東

京の荒川近くの桜」という記述を頼りに、東京

都足立区役所の地域文化課へ問い合わせたとこ

ろ、学芸員の方から貴重な資料を提供していた

だきました。この場を借りて御礼申し上げると

ともに、得られた情報の一端を紹介します。 

 

令和 8 年 3 月 7 日発行 第 38 号 

号 

 

  

桜がつなぐ日米の架け橋 
 校長 東間 義孝 

 陽光が春の訪れを告げる季節となりまし

た。今年の「全米桜祭り」は、3月 20日から

4月 12日まで開催されます。ワシントン D.C.

のポトマック河畔を彩る桜は、全米から訪れ

る人々の心を癒やすとともに、今や日米友好

の揺るぎないシンボルとなっています。    

  特に今年は、日米友好と 

  米国建国 250周年を記念し 

  日本政府から新たに 250本 

  の苗木が寄贈されることが

発表されており、その絆は未来へ向けてさら

に深まろうとしています。 

本校ではこの時期、小学部４年生が社会

科・合科の時間に「シドモアさんと百年の

夢」という授業を行います。100年以上も前、

「いつかワシントン D.C.を世界一美しい日本

の桜でいっぱいにしたい」と願った米国人女

性エライザ・シドモアさん。その熱意に賛同

した当時のタフト大統領夫人、東京市長の  

尾崎行雄、そして高峰譲吉博士を始めとする

日米の多くの人々。 

 

  

  

 

  

 

  

 

※荒川五色桜の絵はがき 

  足立区地域文化課 提供  

※小学部４年社会科・合科 学習資料 
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お荷物の多い方！時間のない方！
面倒なお引越は全てまかせて

ら～くらく！

安心

定形の箱に入るお荷物だけ
ご自身で梱包をされる方

必要な荷物を
最短の所要日数でお届け

早い

定形の箱に入るお荷物だけ
ご自身で梱包をして節約！
すぐに必要ではない
お荷物は船便で割安に

節約

箱に入らない家具や
自転車なども送りたい、だけど安く

済ませたい！そんな方へ

丁度
いい

日本以外の世界中へのお引越・米国内のお引越も！

米国ヤマト運輸　ワシントンDC支店
22930 Quicksilver Drive, Unit 115

Dulles VA, 20166
Phone: (703) 661-3501

Email: wasoperat@yamatoamerica.com
                                                  ここに掲載されている会社・団体を利用したことによって生じたいかなる損害に対しても、ワシントン日本語学校管理運営委員会は一切責任を負うものではありません。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山内教頭先生本帰国 

  

明治時代、足立江北地域の荒川堤桜は、様々

な品種の桜が、白や黄色、淡紅や濃紅色に彩ら

れ五色の雲のようにたなびく姿から「五色桜」

と呼ばれるようになり、東京の名所となってい

いました。当時の尾崎行雄東京市長は、有名な

荒川堤「五色桜」こそが、ワシントンに寄贈す

る桜にふさわしいと決めました。 

その後は、荒川放水路（現荒川）の建設や戦

時中の物資不足などで、現在の荒川堤に当時の

姿はありませんが、ワシントンとの深い繋がり

は今も「足立史談」などで大切に語り継がれて

いるそうです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

100年以上前、シドモアさんをはじめとする

先人たちが、並々ならぬ努力と工夫で架けてく

れた日米の橋。今、本校に通う子どもたちは、

その歴史のバトンをしっかりと受け取ろうと

しています。学びを通して、先人の思いを胸に

刻み、彼らが未来に向けてより強く、よりしな

やかな架け橋を築いていってくれることを切

に願っています。 

 

令和７年度末から令和８年度始めの行事 

３月 14 日（土）卒園式 【午後：幼稚部年長】         ４月  ４日（土）始業日 【新幼長、新小２～高２】 

３月 21 日（土）卒業式 【午後：小６、中３、高２】       ４月 11 日（土）入学式 【午後：新幼中、新小１】 

           

※写真 足立区 

  地域文化課 提供 

お世話になりました 

保護者の皆様、管理運営委員の皆様、教

職員の皆様、そして関係者の皆様へ 

このたび任期を終え、帰国することとな

りました。在勤中は、皆様より温かいご指導

とご支援を賜り、心より感謝申し上げます。

２年という短い期間ではございましたが、

世界で最も歴史と伝統のあるワシントン日

本語学校で勤務できましたことは、私にと

って大きな誇りであり、かけがえのない経

験となりました。 

毎週土曜日に登校する子どもたちは、ア

メリカでの学習に加え、日本の学校と同等

の学びにも真剣に取り組んでいました。  

また、運動会では仲間と力を合わせ、最後

まで全力で頑張る姿を見せてくれました。

その姿に何度も心を動かされ、「この子ども

たちの力になりたい」という思いで日々の

職務に励んでまいりました。 

皆様のますますのご健勝とご活躍、そし

てワシントン日本語学校のさらなるご発展

を心よりお祈り申し上げます。 

 

                  

                        教頭 山内 光 

 

   

 

 

 


